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ナ 民間初年における労働尊重観念の形成
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本報告はこの分科会のテーマに正面から取りくんだものでないことを、まずお断わりせねばな

らなし 1っただ、民国初年すなわち1910年代の中国が新文化運動の激動の時期であったこと、その

運動においては、く穂先生>徳諜克投百台部とぐ iencりを中患の¥、〉
ノr

地に摂づかせることがそのむつと る額百と看なされたことを考えるなら、その時代患;斡

の一践を音q析することにより、本報告もく伝統と

ちうるのではなし市、と君、う η

〉なるテーマにたいしいささ
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よればこうであるr す自を冠せさ

わ少、十
j亡!-- J てフ、 ーこ

前日、問 を発壊させうる条件ができた ζ これか

である、というでそして、

わたし つ とは、 にとどまるのではなく、

しごとをするものは、れ、およそ自 らちいて地入に 。~

ーァ

-̂ ヱであ勺て、わ

れわれはみな労工なのであるつわれわれは労土の儲績をみずか

は神聖である!

と述べ、さらに、まとらな仕事をせずに著停の生活をするものを羨む必要のないことにふれ、

らない 9

度、 ‘労工は神聖である t' と高らかにうた「て演説をむすんだ‘のであ「た;

この演説が中国の未来を の世界の確立のなかに見ょうとしていたこと

ない七口シア革命がったえられ、大戦衿手Ijが公理・ ととらえられた

で、そのような未来像が描かれるのはほとんど必，域的むことでさえあ勺た，現におなじく

芋の主(返する 1--" 叩 7、
) '-υ)\ 、丸~ノ

-



との割注を

6労働'という新語があることに気づいていることはわかるが、そ

‘自本謂之労働問題或社会問題'とし 1う5きにの梁啓超のく新宗説>では 1群問題'
~;)) 

ほどこしている o 百本語に
③ 

もうすこし先へ進むなら、半年あまりののち留民党の機関紙 にも、あらゆる文明生活のもと

二週間ばかり後のことだったのである。

れを使うにはいたっていない。ところが、その数年後、革命派の機関誌《民報》となると事情は

ちがってくるo そこには、労働、労働者、労働社会、労働者階級、といったことばが同十河百と
、り

i
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といった文章がのせられているむ‘労工は賓とばれるべきである'は労工の生産なのだから

ヲIjねられている。日本への留学盗事ちは新しい銃念と新しい用語を欝蕗なく患いたのである。た

とえば、朱執告のくラサール伝> でほかれの有名な法廷弁論をひいて、

‘労工神聖!労工神聖!労工の隊列に参加せよ!労工の隊子11に参加せよ!に一年後の問紙には、

との呼びかけが雑誌新習ににぎやかに諮っていること、その理念、を実現するには実際、に行動を起 f科学と労働者階級と

んとするものである。 Jといった具合に、科学・労働者・社会といった言葉を注釈なく自黙につ

は社会の南端に泣置するものである。……予は実に科学と労働者とを結びつけるべく生命をかけ
こさねばならぬこと、を述べる文章まで載せられている。

1920年ともなると中層共産党結成へのうごきが起こるが、そこでは当然ながら
③ 

は誌とんどアプリオザの前提であった。上海の準備小績が刊行した《労磁界》 創刊号の<発刊

‘労工神聖'

《民しかし、よく検討してみれば、

報》でそれらの話がもちいられている文章は、朱執{言の言li掲文をはじめ、

かっている。

かくして、労働の語は中国人にも用いられるにいたった。

勺ゆえにある人が“労工神霊"とか

と前置きして、それにたいして“労工神聖"なのにどうしてはたらくものが‘下

罰>にあたる練独秀の文章では、労働がかくも重要だから、

いったのだ、'

してわ
先をいそぐが、中国の労働問題を専門にとりあげる雑誌の登場には、や拭ち

介叙述した文章なのである。

なのかとの労働者の反論を設定し、説明をくわえる

して定着しはじめているという笛もみられたのであって、

で、はたらかぬ

のである。もちろん、

J.恥
ぺ)I~ む

場がそれであるo 1918年3互の創刊だから、初めにあげた察の演説のほほ半年蔀のこ

あたる文章では、その主旨として以下の7項包がかかげられているむ

シア革命の勃発を待たねばならなかった古上海でアナキスト中心につく
の新‘労工神聖'

(工会)の誕生をみた、といっているつ要するに、

かつてなんの動きもなかったこの田舎蔀市も、

りをうけてなん

'pa

一一
た

したこのひびきのよいス百一ガンは、留民革命にむけて給動しつつあった中国の社会にう

はたしたのであったっけいれられ、それをつきう」

① の荷義をふくむもの‘労働するもの'と4労働'の諾が、でろすこ

であら、日本語の労働にあたるものは‘労動'であることは、

正当の労働の維持、不正当の労働の排捻③ などにもみえるものであるが、それら古典の用例るむ

この意味での労働はまちがも、身体をうごかし、はたらく、という意味のものである。はし

世界知識と普通学術の労働者への注入⑤ 近代にいたり社会とむすび‘つけた意味での労働の探念¥...'すよく

世界の労働者の行動の報道による社会問題の真相の解明
(したかしての労働、資本にたいする労働等々司が形成さ

我が患の労働者と世界の労勘右とが一致しての社会問題の解決の挺進

を過大評価しではならないが、、
① 

《労働》雑誌の当時の社会全般におよぼし

この意味でもちいられるべきであるが、ときによりるニンベンっき

へのはたら去かけないし、茶漬説の先駆け的な意味は、担当にみとめられてよいョ以下にく
もちいることもあることをお断わりしておく。)ところで、広くはたらくこと

神聖>演説がいかなる精神的風土のうえになされたものであるかをみてみよう O
〈東アジア〉に誌なかった(より正確には、当時の人には、なかった、ととし 1う

ミ労働》雑誌はニンベンり‘勤'の字を誌、名にもちいたことで有名なのだが、その後、

‘労動・が混用されて怠〉しだし¥，こ‘労動'に統一されてし 1くo察元培か

した労動の概念がまったく新しいものと意識されるものであ取られた)のだから、

の器‘労工
なお、ったことは当然である。おそらく labourの訳語に苦しんだ日本人が、古典にみえる労動の語の原

をもちいたのはこの混用の過渡期なのであったつもはや捷いわける必要がないほどの段薙に達

日本の国字を用いるわずらわしさを排したものであろっつ

と-労働'
にしめすべく動の字にニンベンを附した‘働'をもちい

泣きにはは国字、伴直方‘働'なる新語をつくりあげたのであろう。

意を生かし、それに社会と

‘労動'て

キ
C

'
F」'たの出現は《哲学字葉》等より推せば、明治中期か勺)とt¥う c代の文字なるへし'

にいたったのはやはり清末畏初のことである。 1902年

- 450-

なる新誌が中国人に



労働蔑視を直接に説いた文章ではないにしろ、肉体をうごかすものと知力をはたらかすものを載車

然と分かち、前者を社会的に低位に置くことによって、結果的には労働蔑視観念、を正当化する経演説の衝撃力は、当時における最高の知識人・察元培の口から法統的な観念をく〈労T神型

興の根拠となったのである。つがえす斬新なj思想が表出されたことにあったむ

労働がさげすむべきものであるならば、知識人たるもの、それに携わるわけにはし1かないっかコースである察元培fI868----1940)i土、科挙制度のもとでは26裁で進士に合格し、

ものであることを疑問の余地なく外見的に誇示するた-人に金われる'くして、中国にあってはされるという輝かしい経控をもっつつまり缶統のi日学の根践を有することを十二分

守話のめに、爪を切らぬ、という闘がうまれたっかの程九淵が夷秋の中華患入にいきどおり、

とのエピソードが年譜に特筆されている一ことからすれば、すでに

られた人物であったが、日清戦争・戊成変j去を経て!日体制下での栄達を放棄し、新しし

爪を努去して弓馬を学んだ'間をもとめてヨーロッパに留学した。辛亥革命後に帰国して革命政府の教育総長(文部大臣に相

‘濡将'の語がしめすように、

しかし、実践柄行

南宋のころにこの弊習が確立されていたことがわかるゥらちろん

王陽明や曽田藩のような武人としてもー療の人物がいなかったわけではないっ
g 

の実学を主張した顔元 の清代を通じての埋没の箆史が逆照射するように、知識人は労働とかか

の在につき、新生の共和留の教育方針の策定につとめた。第二革命失敗後にふたたび‘渡欧、

意世凱の死後帰国して北京大学校長となり、周知のように新文化運動の推進に重要な役割をはた

したのであるめ

わりのない生活をすべきだとされていたのである。なんだ察元培がこころざしたのは、西欧近代文明が実現したと考え
νさ

纏足ほどではないにしても、数十センチものばした爪をみる
h

おむ
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おりこして不気味の惑にとらわれる。このようであっては、ときに公表したく新教育にたいするひとつだけ例をあげよう c

問中国の知識人のおおく当然で、るむ

しえぬものであることこのような知識人のあり-親愛一寸蓋徳の要旨はこれにつきるフ弓ン

-四体勤めず、五殻を分かたざる'かの梁啓超によ勺てらう可から

きこの状況を克服すべく、心あるJ...ち?

の。、成武も昂くことも移すこと」 ζむ
/ 
¥ 

でもっとも多くの人びとの心をとらえたのが翼民族、王朝体制打倒にむかつ

清朝がたおれたあとの新しい共和国が革命をこころざした人びとるc 吉えはこれを義といったっ'-

でしかないことが明らかになったとき、さらなる改革が追求されたのであるが、と、‘女[J'
，t.:.、

され、J-
」ー

このよーうにしで、自

らの散観ということでは、みずから健康な身体をつくりだすこと、おあってはあくまで西欧近代文明が主結なのであるが、{云統文明にたいして、
ノ'
} 

とすること、の二つの屈で新しいうごきがおこってしたのであって、そうであればこそ済末から

をあげることができるヮ 1917年のこと前者の代表例としては、毛沢東のく体青の研究りえたのであるつのちの国民政府時代のことを附けくわえて

として、むかしかるぺそのなかで毛は、学生の運動ぎらし

‘好l¥ i要は兵士にな今ぬ'

となって中国アカヂミー確立のために余人をも勺てしでは代えるこおくなら、

を揺植し、健療なとの諺語に象徴されるこしたのであるηとのできぬほ

せるための縫擦なる肉体を程立することの重要性をとく。いまのわれわれから見れば、ほとんと1ていうなら、と♂の女8月題にあっても前近代においては、労働が尊重
中-
C 仁、

常識が]なことばかりを述べているかのようであるが、むしろそれがまったく新しいものと

間にうけとめられたところ巳旧来の伝統的観念、のありょうを窺うことができるのであるむ
J5) 

i没者については、輝代英日をあげておこうっ揮は寄生的な生活を排し、かれのいわゆる

されるということはなか勺たであろうの中国にあっては、労践にたいするも勺とも重要な評価は、

ごときテーゼであるも

る者は人を治め、力を労する者は人に治めらるつ人に治めらるる者は人を記、、人
10) 

るるは、天下の通義なりつ

o 

にもとづく生計の確立をはかるつこのばあいの働くこと

のものは伝統的知議人にとっても勺とも

- ..+53 --

ることだかる、、て稿料を

神聖主義"

なこの一節は、を駁したものとし従事すべしとの

つ/}
戸

〔

リ

ー
を

，-
~'-

(統治者も



が、自分の知識人化ととも

に出身階級を裏切るというのである。労働大学の学生はもちろんそうであってはならないと

‘労工'であるとした‘神聖'知識人の方から歩みよってともにだが、それを職業ととらえたみずからの労働に立脚する生活を構想している点に、樺代英の新し

しかしその任務はおそらく過大にすぎたであろっ O

新しい芽は生まれたが、育っていくにはまだまだほかの条件が必要だった、というべきで

された。

このような自分の考えを、揮は<生活の実現>との一文に綴っ

の主旨に合致しているとして該誌に

さをみることができるのである。

て《労動》雑誌に投稿しているが、その文章は‘労働尊重'

あろう O

掲載されたのであった。

ちなみに、梁啓超によるi日知識人橡の否定から辛亥革命をへての毛沢東や揮代英による内面変
⑬ 

革への視箆の移行は、あたから《コントラ・ソシアル》の中国での受容の変遷 也ーーすなわち専

1王制否定の理論的武器から畏患を担う人民の自治精神の確立のための書物への変遷ーーを思わせる

《北京大学自子11>)第 260号 cl号18年11丹278)0 ① ものがある。

ザ弟

の!奇号には李のもうー

と奈の議説は

これに従うしかな¥"0

《北京大学臼干11>)第 265号(1918年12月68)0 

演説会は11月28""'30日に行われたむ李の演説の丹日

ニの記録は不完全であるが、

② 

しだいに成熟しつつあったa しかし、職業神霊から労工神笠までのあいだにはも

う一段の飛濯が必要だったと思われる。その飛濯が、第二次の渡欧のさい華仏教育会を組織して

在仏の参戦禁工(約15万人にのぼった〉に教育をほどこさんがため、華工と
⑫ 

かったことにあったであろうと考える のには異論はない。ただもうひとつ付けくわえるなら、

をは争親密な接触'

ことがらは、

もった。なお、され、5巻第5

つの有名な論文<Bolの一員iこ位選づけることも学びとフランスの教員工会をモヂルに、自分たちをる労工'
;引な7.2む)む

> 華件、(林声?)③ の組識を発起しているのである。‘教育工会'っていたのであって、帰国後に

〉であるむちなみにく社会百話之二>はくる最高の知識人が確宿をもって話した演説だったから、労工神霊のスローガンが

Y
Y」

4

j

)

 

第 1

f向上山20.6. 17)っ

陳独秀<商詔工人的疑問③ 

こころざす知識人たちの腕にしみとおっていったのは、

ったので-ある。

る天安門か

ことがらの
げる必要を認めなか

を“ある人"といったのは、

ことも考えられてよいっ
> ったこととともにくIV 

12自)。
く南昌労動界的近訊〉演説の半年後には五回運動がおこり、中国の近代はさらなる激動の時代に突入しく

5月g臼)ゥそ
-第九罰論告由〉/ 

に
¥ ⑤ ていったG 五回を前後して労工神聖の精神を帯した実践を企図する勤工検学・

@ 
さと各地におこってくるつ

⑬ 
ないが、祭元培法1921年の訪米時の演説 で‘十年あるいは二十年後には全国の人民すべてを欽

-新村運 .;..、
Jてかである4労力'の

で梁啓迫自身がつかっていその状況に鼓舞された語もあってのことにちがい動などがつ
とは

とはsocietyにたいするお、

の意であるcしかし、現実はその楽観的な予想をうらと述べたっ米文化に接せしめるようにできると思う、，
1906年 4月5臼)士な

を参照のこと古

1918年3丹2.08 ョ

3 • (2)柱薩爾>( 

お、労働等の用例については、小野J!l秀美編
時

mm> ( 労働く

知識人と狭義の労工

の関係についてみ五おこう 9 上の演説から十年後のことだが、 1側年夏、薬は上海の労働大学の

意義を論じた演説 でこういっている 9

解決を要する問題は山積していたが、本文章の主題とかかわる

誌名でいうなら、さきにあげた上海の《労動界》とならぷ192.0年刊の労動三誌、北京の
③ も〉中国に移されてくると性質が変わってしまうヮ工農学校に進んで勉強

《野友報》第 2の字を用いているつまた、

ナ

とみえるつ

禁元培く対子新教育之意克>(て民立報)i 1912年2月88)コ孔孟の語は、

る(労動〉

‘働'

;号1(1.92.1年S丹10日〉のく介紹子1J物〉欄に、

《労働音》、広州の l労働者》はともにする者はらっぱら書物にかじりっき、実擦の仕事をしないo かれらは士(知識人〕になって

しまったのである D 農畏の子供がし、ったん学校へ入ると、家iこ帰って父兄を軽蔑する。工人

F
h
u
 

を}

-『

の子供もおなじである。



(古川幸次郎・朝臼古典選・上 296頁)、 《孟子》繰文公下〈金谷治・間・上 207頁)0 

。((孟子》捺文公上(金谷・上 184頁)。

⑬ 轟良紀((控象山先生年譜(紹興24年甲成 16歳条)。

。 小野手fJ子〈顔元の学問論>( <<東方学報》京都第41蹄)を参照。顔元(1635-...， 1704)は、

i斉初の人

⑬ 梁啓超く新民説・第14節論生手11分手11>( ((新民叢報》第20号、 1902年11月14臼)0 なお、

“四体不動、五殻不分"は荷篠丈人の孔子批判の語(((論語》徴子、吉川・下 298頁)0 

⑬ 二十八画生(毛沢東)<体育之研究>( (<新者年》第3巻第2号、 t917年4月i日)。

体育そのものは、西洋の学校制度の導入、とともに、しだいに教科としてとりこまれた(李

沙く留臼学生寺中盤近代学校体育的興起>、 《中日関係史論集))1985年 斉々袷鶴、また、

郭栄生編《呉国孔憲之先生持娯年譜i>1981年、台湾詣務印書舘宣銃二年条)0 

なお、身体の肉体的鍛錬と表裏する道徳癌養の運動が民国初年にわきおこったことも注

巻 1984年中華書局 50頁)0 

(⑬ 薬元培く労動大学的意義及労大学生的責{壬一一一江湾国立労動大学講演>(孫、常建編《薬

元培先生全集))1968年台湾語務印書館 844真) 0 

意されるべきであろう。薬元培'宋教に e もの社会改良会、 ~j部復の心社、法兆銘

らの進i窓会等々 o 察は進穏会の会員であったが、北大学長となってからは、北京大学進?窓

会をつくって推進につとめたし、また、毛沢東の新民学会等、五四時期の新生社団は多か

れ少なかれ、その傾向を有したものだったり

《樺代英日記)) (1981年 中共中央党校出版社)1917年5月17日、

日の条己く実現生活〉は《労働》第4号 0917年6月初日) 0 なお、 Ij、妻子{言額<五四時期

の理想主義>( ((東洋史研究》第38巻第2号〉参照。

窃 狭間直樹く jレソーと中国>( !&思想、》第 649号)、島田慶次・狭間痘樹<中留での兆民

( <C中江兆民全葉》岩波書岩月報2・18)0 

⑫ 森時彦イフランス勤工後学運動小史・上>( ((東方学報》京都、第日間 201頁)ヮ

華工との接触をここで強調したからといって、それ以前の禁の思想、と行動とを軽視しよう

とするものでないことは、言うまでもなl¥0 その一端は、再婚の相手をつのるのにあたっ

てのく五項択鶴条件>(局天度《察元培伝))1984年 人民出版社 9頁)にみえる徹悲し

た男女平等思想、にも反映されている。教育工会については《実社自由録)) 0917年7月〉

く介紹>織参照合

@ 日本の研究として、勤工検学運動では注⑫所掲森論文がすぐれている。新村運動につい

ては、中tll義弘〈五四時期における「新しき村j の試み>( ((北九州大学外国語学部紀

要》第40号)がある。

⑬ 薬元培ィ東西文化結合一一一在華盛頓喬治城大学演説詞>(高平叔編 f茶元培全集)第4
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